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序 論

]nj齢昔0)/1.11増加とともに認知症が社会問題となり，

白宅で介護する家族には重い介議負担il:，社会には医療

福相のコスト負jHがかかうている〕わが匝lにおける要介

護原阿の土たる疾病は，脳血符疾込lと認知lザ"であり， j長

期高齢苫の要介訣j息悶 11.げは認知広である。)誌発活動ベコ

f占識のi市通によって~;~知症という病気に対する一般市

民の用解は深まりつつあるが 介識を家族だけが抱え込

むことによる者三校内虐待や生活の彼綻を招く事例が役を

絶たないo ~!t *iJ症の内ii駅状態やその前段階が七主主的に定

義され，認知症の早期発凡がロj能になった今，脳科学の

知見に基づいた地j~ケアプログラムの開予告が急務であ

るc

初期認知府高齢苫(本論では，認知Jif::の前駆状殻であ

る程度認知障害を布する]'':;;&J帝昔ならびに認知症の初期段

階にある高齢者をいう)は，認知機龍の低 f カ'~1.肢であ

るため，円市P生活を営む上での障害はそれほと大きくな

いc しかし，物 l旨.ft ・ 3、見、11 のような認知的欠.~1 を繰り

返し経験ロ尊 L、を傷つけて村会から引きこもるため

に，事IJうつの権患によって精神的な健康を u、っそっ :12化

させている〔 方 家族は，初期認、主I1症者との閣わりや

介護ずる上で‘地域の社会資源を利用字る必要性を感じ

ないということが初期段階におIIる訟均11土ウアの大きな

底許である〉

認知症のケア)Ji主として μE思i工， 認知行民台帳I士，すさす

習、療法などが実172才しているが これらの介人は，認知

機能の改葬，人との関わりの増加，抑うつの軽減をリ的

としてt，ることが多い また，大山分が施設入門者ベコテ

イウア参加者を対象に1rlfl山された研究である〔中写度以
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1 

tの認J;rHii'に対するヶア方法やプログラムにつし aては多

くの研究があるが矢板福本11 サ ピスを受ける前の段階

のごく初期の認知生者を対象とした介入研究は不足して

おり，地域への介入プログラム R休が少ない(

近年 ~.z 知世 ~r Tの分好に，エンパワメントと認知リ

ハピリァーションのつつの却， Lい考え方が導入され，看

護介入に活用されている"

若葉千世O:~X におけるエンノミワメシトの剖|究は 個人の健

康h病気からの|口i1~に恨本的な影響を与えるものとし

て， Po¥.verlessness (侃万感)という概念から出発して

いる。よって，初期52九i征 ]';:;'J齢者に戸'JJるエンパワメン

トをリ的にした支授では，認知機能やうつのc>c著〉い u

た限局性ではなく，木人のヰきる意欲そのものに働きか

けることが重更であるわまた PO¥;vTer]essn相当(無力感)

の状態がらのI"liliは，何人のみならず家族，コミュニティ

を含む社会的な拡がりの中で検討される必安があるた

め，イ此イ直や主化的背景の即解‘集団における相互作用へ

の吉識的な働きかけが求められる

52知 lJハピリテーションは，出次s，'i機能リハビリァー

ション理論として1990年代に君主立した。脳外jj言者の機能

|埠清 (記憶， 円日告， )'1 鳶"十~i， '-Q:-?育問認知，遂行機能)

に対する機能回復訓練から生みl中?された千法は，当初町

神経心理テストを多用した許倒的・図 的な訓練で対象

。〕緊張を日め，本人 0 1j<、族介護者。〕抑うつや木'9'をi首長

するシJlt半Jjされた"れその後，脳に負荷をかけながらも，

本人の自尊心が傷つかなし， ，J:うに失敗しない環境を設定

し，身につけたスキルを止かして努力した結果，達成で

きるようなアつ口 チが開発されてきたどlじ

わが1"'[では地域診撹[，1'の看護附が， TI年.fj!干度認知也

デイウアに認知')ハピリテ ンヨンの叫論を収り入れて



いる、 c 利用苫とスタップが 緒にチ主主百IjiffiL，活動拠

点となる部屋の環境整備することからスタートしたその

活動体J存は，く日遂行機能へ働きかけるもの(買物など)，

エピソード記憶に働きかけるもの(1刊の活肋を記録

するなど)，③任意分割機能に働きかけるもの(仲間と

協力していくつかのことに同時に取り組むなど)に分類

される。その効果としては，参加者が認知症を受容し，

乗り越えようという;百 lL1を表明し始めたこと，達成感・

悶己効力感の向上，スタ '/7の活用が上手くなった事な

とカミノJ、されしている

家族への介入は，家族の位康や介護負担に焦点化した

ものが多いが，地域においては，家族が自らのi苔干主的な

}Jに気つJ き，その)Jの発持によって白己効力!惑をltJめ，

コントロール!惑を獲得できるような，家族の力を高める

ことをは的とした家族支援が望ましい。高齢者は，時代

を生き抜いた誇りとf百念をもち，労働をfi'う役割と生活

経験で培った知豆、を止か L，円分悶身の考えで生活する

人々であるが，認知泣の党Y正によって，家族に対し依存

的になり，家族ド、jの関係件やコミュニケーンヨンにんき

な変化が生じる υ 家族の情緒的安d尤，コミュニケーショ

ン改世，対処ィ去の向九家族)Jに適 Lt二社会資源の活JIJ

によって，家族の閃係性の悪化を予防すれば，ぜl宅介誕

の長「明宏之が閃られる可能性が高まる。

本論は，保健帥によって発見された地域の粧康点題を

解決するために，関係者と研究者のチ ムが医療福祉

サーピスを受けるがlの段階の人々と協働した 5年聞のア

クションリサーチからの考察である。農111村に暮らす高

齢者は，作み慣れた地域で他者とつながりながら生を全

うしたいと考える人が多い。愛媛県A刊では，そのよう

な高齢苫の希望をかなえようと，先寸生的に認知症予|リJ活

動に取り組んできた。 我々が開発した地域ケアプログラ

ムは，初期認長11症高齢者とその家族のエンパワーを悶的

とL，参加者がこうありたいと願う姿を追い求めてきた。

アクシヨンリサーチの手続きも含め，全週秤で得られた

知凡は，わが国の農111村における地域ケアプログラムの

開発の遊椋となるものである。

背 景

1. フィーJレドの概況

愛媛県の巾111同地に位置する A町Lt，人円4，鋭的人・

ltJ齢化率32% (20ω年l，農林業をポたる産業とする。地

縁血縁による強固な共同体志識と穏やかな町民の性質

は，保健推進委員やたおせっかいおばさん、の組織化に

いかんなく発揮され，診療所の1:&師・看護師と連携した

脳羊巾チ|出・乳幼児健康診査などの地域保健活動が精力

的に実践されていたc

1990年代初期，保健帥の家庭訪問によって，認知l機能

ワ
】

がfft下し良作業に支障を米たした高齢者が，家の奥に閉

じ込められ，妻や嫁が 人で介護を背負っている実態が

浮かび上がったっ保健帥は，介護者の集いやチャリテイ

映画祭を開いて，認知症(、11時は汁まけ、と称した)を

オーブンに詰ろうと呼びかけ，町内の船人たちを中心と

した「幸せのまちづくり委員会」を結成した。この委員

会は，伴氏からの意見聴取や討議を重ね，認知也専門の

デイケア|制設を求める岐胤書を町に提内するなど，認知1

frf:になった人もi土みよいまちづくりを考える機運を高め

た。 1990年代後半，保健怖は，保健所や大学の研究者を

巻き込んだ認知広研冗会を発足して守門知識の学留を重

ねるとともに，町長と専門医を伴った全集落の l盗凶出談

会を行い，認知症への理解を犯す啓禿活動を展開した，

2 問題状況の同定とチームの結成

A町では， 1997咋と2ωo年に全高齢者の健康調脊を行

い，高齢苫の 5%が認知jj主と診断された J れ 。その結果に

基づいて保健怖は， I~蝶や介護が必安な対象のケアマネ

ジメント，地域ケア会誌のj[進，認知広の予|坊教育，高

齢者の粘神保健相談なと様々な保健活動を企画したU

ぷ放介護者のグループインタピューの結果，初期72知
拡者の多くが徐々に家の巾に引きこもり，生活宣欲がflL

卜していく実態が明らかになった。また，介護者と他の

家族員には，認知|症に対する瑚解ィ、足や問題解決力 関

わり方の未発達が認められた多くの家族は，ふさ

ぎ込むl布齢者との会話に悩んでいるにもかかわらず， 'j;IR

を収れば背こうなる」と深刻には捉えず，医療機関の受

診や専門家への相談の必要性を感じていなかったコ日 d市

町Jに小さなトラブルが鎖ヲとしても，問題解決のhi去を見

つけよとうとしないまま月円をやり過こ叫す対処パターン

が巨古った。怒りキ暴}J行為にうまく対処できず，介護

に限界を感じてデイサーピス利用などを考え始めた頃に

は，認知痕の病状が進んだ高齢者本人から激しい抵抗に

台っていた。

AII1Jの保{lUIJは，認知京高齢者を市期に発見L，生活

意欲の|向上や他者との関係性を艮好に保つ介入の必要

性，米放介護者に対しては知識・対処スキルの獲得，資

源活用に対する認識を変える介入の必要性があると判断

した。この健康課題解決のために，町内の保健|矢源相相

同係者と大学の研究者による学際的スタップチームを結

成し， 2000年 6月，初期認知症ケアプログラムの開発に

着手した8。



研究方法

1. ~iI究テザインとプロセス

参加型アクションリサ チは，実践と研究をつなぐ新

しいパラダイムである。個人や組織が変化する能動的な

研究子法として注円きれているわ現状とその主脈を見解

L，段|昨00に改良を試みながら状{兄を変化させることを

ねらいとするので， ~汁元者と実践家それぞれがその問題

にかかわり、叫能な解決を考えることに取り組む。その

プロセスにおいて，むt米は認識されていないことを党見

ナる日j能件があり，析しいイ見占から問題を明らかにする

こともある

本プロジェクトは，初期認知1:U:者と米政介護者のエン

パワ を日的としたので，仙値観や習慣の弘:存を凶りつ

つ.地域の文化に泊した介入)j法を .yÁ~':ょする千法を必安

とした。町jの関係者と附究者は協働 L，大学の{而叫審査

会の研究許ロjを符て，高齢者ゃ家扶を巻き込むJf6のアク

ション・リサーチに取り組むことにした。

参加者はA町に拍 1iする高官fd者で，説学「珂杏によって

初期認知症または粁皮認知[主主言ありと診附された高齢者

であった〔参加を呼びかけるにあたって，影響 1)0)強い

家族員や友人に働きかけ，家庭訪問や手紙で信頼関係を

{下うた。脳:I:f.管性訟知起の場台は，身体的な障害を理由

に非参加の吉、lよLを示干高齢者が多かった。

収集されたデータは，スタゾブによる観祭記録，毎Iwl

0)活動終「絞!:j附究グループで討論された名参加者の記

録，研究者のアィールドノート，介謀者との連絡ノ ト・

電話・面接のを認jEごあったっそれらは各家侠で つの

ポ }フ干リ寸にヘれられ，量的デ タはマトリ y クス

方式の入力・分析，質的データは，毎月の会誌での結果

報告・ 7寸ードハソクによって分析を積み重ね，icf;jJ的

に総t6-L"た内

2 ，ケアプログラムの枠組み構築

工〉パワメントを円的としたプログラムとして，初期

認知症高齢者にはグループアクテイピテイ(小集 1J i活

動)，本放介護者には小集凶教育 i座談会j と個別相談

を打、回した(図 j)、

1 )グル プアクティビティ

ゲル-';アケテイピティの円標は，潜在的な力の発揮

ヤIJ)U)J休駁によって初期認知症高輪苫が自己効力感を高

め，睡眠パタぃ ンの己主告や)長十占の治ち若き， 3主しペコ意欲

j(リ上による生活公体の活十字化とした。また，本人の志欲

|白JJーが介護者との関係牲の改青をもたらし，家族全体の

健康の改岩・維はに貢献することが期待できることをね

らL、としたυ

基本理念(土，心参加者の希望・安求を重机した柔軟な

注dld，必共感・~重の態度による対等な|対係作打とし，

3 
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e認知リハビリ'"知糠活用

l実践窓と研認者のスタッフチーム I1 

図1 ケアフ口?フムの枠組み

町の巾心部にi立情する「老人起しイ)家」で毎月 1Iυl開催

したい具体的な支援 hl'丈に認知リハビリテーシヨンの型

行tや応用し 午前は健康相談と料用活動，午後は季節と

地域:主化に触れる様々なi古助を行った J 運営費用は，行

政から年間 3刀円の資金援助と参加者 スタノ 70)白己

負担 (11口[500円と米 l合J でl出った。

21家族介護者の教育・相談

教臼の日俸は，認知l品の正 Lいz目白~，自らの偏見に気

がつくこと，社会資{原の情報獲仰と活用の理解，家族介

護者のネノトワーク作りであり， i呆健闘や出師による座

談会方式としたの

イ:1[[，は，情緒的サボ トヤ対処力の|白j上をけ椋とし

|池 ~1:，家族の末所や家庭訪問による凶接相談をすること

とL，者:宅介設支;えセンターのソ '"γ ルワーカー・ケ

アマネジ吋ーが州、円 Lた〕相談EJには，話を傾聴する，

家扶介護者の努力を永認宇る，病者に対する怒りや+fi合

的な感↑青は白然な以泌であることを伝える，病者の行動

。f甘景に':5{JJ丈白 Mが気づくことができるよう牛活史や牛

活醤慣を質問する‘最も困っていることに焦占を当てそ

の問題を明らかにする，個別な士JI，t、万法を家肢が考えっ

くぶう助けるなどの技術を!iJいた。

プログラムの実施と改善

1 デjレ プアヲティビティの改善とその効果

2ω(je年前月から200::1年 5月の 5年聞にわたるアクンヨ

ンリ什 ヲの過程を図つに示した。このブログフム開発

と己主詳には， :17人の初期認知症者が参加した。

1 )第一サイ :;Jレは，参加者ウ身につけたスキルを生か

してやればできる」感はを高めることを Uf;~ としたc

52山村に暮らす高齢者が，遂行するノJを往かして役寄り

を'"たすことができる活動〆ニュ として，料到を主た
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図 2 ア7ションリサ チによる地域ケアブロヴラム開発の過程 『初期認知症高齢者と家族の工ンパワメン卜」

喪 1料理活動にお吋吾認知機能障害への対応策

障害された認施職能 料運活動において認茸膿能を補う方法の例

注意

注意の集中

注意のゆ剖

注意の崎被

記憶

符号イヒ

検索想起

遂行機能

ー蜘妨策

環境の中で気が散るような刺激を最小化する(例えば，騒音)

作業別に部屋を分ける，仕切りをする(例えば，洗う場，切る場，煮炊きする場)

声かけをして目の前の作業に集中を促す

l人の参加者がひとつの作業に責任をもつよう役割分担する

ひとつのことをやり遂げてから，次の作業に移るように促す

作業の全体と自分の役割がわかるように作業手順を黒板に書いておく

気が散って作業が続かなくなった場合は休息を促L-.簡単な作業に誘う

間違いやすい物の名前を示す(例えば，調味料の入れ物に大きなラベルをつける)

外的な記憶補助手段を用いる(例えば，買物や作業のリスト化)

環境の中にヒントや誘引刺滋を準備する(例えば，あらかじめ目に付く場所に必要な遭具を置く)

途中で作業工程を忘れている場合，必要な道具を脇からそっと差し出す

個人的能力の調整(例えば，能力以上の作業を引き受けないよう役割分担を誘導)

大きな作業を小さな作業に分割する(例えば，洗う，切る，煮炊き，盛り付け)

活動を規則的にする(例えばφ 同じ時間に同じ場所で同じメンパーで作業する)

忙し〈感じないよう十分に時間をとる(例えば，昼食の開始や終了時聞を決めない)

参加者が自分のベースで作業を進めるように見守る

4 



内仰の!f!l-;K)夕、何ιノノ抑却のとめに と内Jうに切lUJ."j:(】内

手、否r::~9 ぐいにまれる Jごめ， スグノブにふ骨けをヨそめ4513ゐあるい

/I 甲夜す尼工 -f!l~LIi!~ り押す二とが必2fだ~:; 1士。

参加者の淫行機能を助けるため 料理のj古U;]r;-l，急が

せることはしなかった。参加者は，次弟仁，材料を洗っ

て切る人，火を通してl味付けする人，食卓の竿備.~己院

をイl切る人というように，得意なft業じっところを分斗わす

るようになり，立;いのf寸置ヰ4りカfスムーズにできるよう

になったし開始当初には2.5時間かかってドた料Ji!!時間

が l年後には平均1.5吋聞と似稲されたc

記憶を補助するために活動の様子を写真娠影し I~i..食の

残りで作ったミー弁、"ゃ創作活動の作品と J者l家牲に持

ち保ることにした。それらは，連絡帳と A絡に米政に手校

L，参加者と家族のコミコニうーションに役立つたv

h. け常的に料理を干 lう習慣のない高齢男性にとっ

て，判瑚はィ、慣れで関心のうすい活動であヮた仁スタソ

ヌはりの力を発障できるメニコーにつし ιて 努力H苫や

介護者の意見を参考に千1Jちうどんを提支したc 昔はど

の家.fsでもうどんは子作りで‘粉をかねる・ 1止で踏んで

粘りを出す作業に男性の力が泊していたu さらに，スタ y

フは，作業Lt早が単純で，小さなパーァを組み台わせる

ような作業課題7)¥ 男性主主力H苫のために必要と考え，卵

焼きや干イむき万円jを徒案したU 技術の良し:IL;，しが刊品に

端的に表れる利出の場合には，男性参加者が熱中してそ

の腕前の上達を設いfTうことがわかうてきたc

料理由、午前中のメインアクテ 1 ピティとして定着した

が，記憶の似持を円的とした創作活動や気分転換を日的

とした室内ゲーム等は，参加者にとって楽しいと感じる

活動とはならなかった(表 2λ 参加『白齢者の関心ある

精神的な刺激を探索することヵマ早起となったハ

る1舌重力と{立情つけ 認知リハビリテーションの知~~を活

}jjして表 1のような l夫を行ったコこれらは，参加した

高齢高の認~II被能に合わせて，段階的に修正したっ

記憶と;霊行機能を助けるため， 1立手JJ分キ日をEiZし台う時

i土，えニュ-t:作業子販を小 Ltメモを大きく 7..Ri)同L，

参加者が自らできそうな作業字選ぶのを助けたりスタッ

つは，治動の開始 lì;j に必嬰な料理梓J-~を揃え，イノi<~の l

程に合わせて，それらを日に1，jく場所に配置したn

ぞれらはすべて，ド1尊心を拐なわないように注吉深く

行うた。例えば，参加者がやり hを忘れて体的動きが停

iじした時は，次の作業に必要な道具や調味料を描から

そソと差L出して遂行機能寺助けたじ味覚に自信がなド

参加者に対しては，料理の最終段附でスタソブが味付け

を子WJけしたη また，参加者の注忍集rj-lが途切れとその

場を i'tち去ω場fTは，引き止めないで廿ら戻ωのを待っ

とともに弓混乱を末としている場合は安心を与える言葉

かIJやタ yチンゲを干子った。

ldベ白山:rfr何)IU72Uす/liJ押メ空去Lで"企;j、♂ノ亡ので，

参お初日:i 10.アIj品7だ毛ずいcと門って盛り{j-:ttll-'1]昔

話ι;'"L-，士 ィ、延げを五fctftでみッ 1:"'-ψ 起/:sのζ L!Jをすえ

と晶/ノ，tffJlの亘書。グすけは長、Lの子助けでで"え4.主ι/宇/jJJLえも

従列却に坦 L/~ ι:'(>つjifjl~や者初汗紫色f 孝之;:-;;今 IJ1hナ品で

きぷぐ人)(二 4- っ々{背:~ 1，芳成L子づJ と芹賛され 械のf1

tt{r君には口市をJずつiラにと士フ.z二

三芸品7'1-すT1士の会がから A，---"ノtj二(;t;~!;J.車場て却し i と {flJ#hクf

;/jA，二と;j'i';b;l，."ウタズグンフぱ .1さλの主主-;z;..; えがついたに主主

りf.J-: f 11/:，円、炉心針。ム 釘 3i奇心，'111，へとi'l5ifの話、らむ壬ん!L-， 

野草~;;:.勿ぷ縛会が'Jえる ÌL 士、 4'"ベノはず仁に子凶作品5f二位

11， ti(.長さにはがs50('1f)の鯨ヂ包丁?三->/f~ ゐ之が子F起さい

::!:'!i:I}-)士~ A ，_ミ〆ι二-1.-.. ;;:"-/ιτ一九()ε!J~fJ: ラに'"クノ士が， 月

実施結果

実施結呆

1 教育的背景が影響
-高学歴者は楽しむ

z 関心の低いアクティピティ晶り
-本を読まない人は莱に興味なL

衰2 アヲティピティの焦議L料理出』外のアヲティピティの目的と内容倒，

焦点 目的と内容例

1 記憧の符号・検索を活性化

(倒)百人一首，町のイロハかるた

a ェピソーF記憶の活性化
(例)押し;花で案作りをど連続的な活動

個人レベル

第
一
サ
イ
ク
ル

1. IADLの向上 1.外出は参加者の大きな楽しみ

(例)100円ショップに出かけて買物 ・無口な人が積極的に鹿買に売り場を質問

(倒)回転寿司に出かけて飲食・会計 ・魚の名前を言い当て，好み昭皿を選択

2， 自伝的記憶叩活性化 2.家族やメンバ戸との会話の活性化

(例)和凧作りと凧揚げ入会 ・和紙に絵を措<，普遊びを孫に語る

(例)町内の神社仏関史跡巡り ・昔の地域行事を誇る(花見神楽など)

1. 手続書記憶を披露する機会作9 1.家内伝統的作業では主噂権掻品

生活コ主化に関連した連続的な活動 ・参加者がスタッフを指導する

(例)梅もぎ梅デユース梅酒作り ・各家庭で異なる方法を教え合う

(倒)粟寿司ー干し柿作り ・参加者はスタッフに伝統の意義を語る

地域の人々と触れ合う機会作。 2，初体験音楽しみエンパワー

(例)盆踊り大会で梅ジュース販売 ・大きな声で知人呼び止め，会話して売る

(例)文化祭で駄菓子屋 ・行政官に予算や実施地域の拡大を直訴

注)活動時的様子を記載したノートに作品や写真を添えて車族に返し.エピソード記憶や車庭での会話を活性化した。

グル」プ・

家族レベル

第
三
サ
イ
ク
ル

コミュニティ

レベル

第
三
サ
イ
ク
ル

δ 

旦



2 )第二サイヴJレは，参加メンパーのグループダイナミ

クス形成干家族介護者とのコミヱーケ シヨン治性化を

円徳としたコ

月1凶のアクテイピテ l で，参加者が心から、楽しし、

と感じる J~-にするためには，午 ilリ中の単い ~11剖叫にク

ル ブ員になってもらう工夫が必要だったわ「朝の挨拶」

の吋惜j';ilで， 7Tl)il・出身地・最近あった楽しいコピソー

ドを市らせる副会者の導人によって，泊手が誰かわから

ずい惑いながら坐っている君主加者の便し、表情を変化させ

ることができた。多くの参加者は. 3 --1日の参加でメ

ンハーやスタッフの~~と名前を覚えることができ，互い

の家族や良呆・ I!1 {-l事のことを質問し台うようになっ

fニF

地jじの新鮮な食+-1を使った季節感のある料月を，日分

たちで(tIJ， Bで楽 LJ九百で味わうことは，昼食吋の

会話を活発にした。同?の配置やスタノブが参加者の会請

をつなぐ一仁犬を重ねたυ 午後のお茶の「ヰ聞には，記憶力

の低卜がもたらす H常牛 ~ifÎ(/)同リポヤ介護をとの小さな

浄いなどを日L露し合う姿もE司祭きれたっ

ゲループの l~. 併さが増1..-， くつろぐ雰囲気が燃し出さ

れてくると，新しい参加メンバーに出参昔がトイレの場

所ゃ料jill場の作業手JIi日会どの芦かけをする援助行動が多

く嗣察され，新参加者は比較的早くグル ブになじむこ

と7)ミ-cきたn

次に，スタソフは，家族全巻き込む方法として高齢者

。〕昔のirtぴを試みたc 例えlf，羽川を作って凧掲げする

活動では，和紙に絵を揃〈作業を家族に依頼したっ参加

者とその来校は有l紙に自分たちの好きな絵を描くことを

楽しみ，孫との昔話りに会請が0$んだことが，家族から

スタッフに報汗された(長引 ο

þi物や花見などの外出は，近時記憶障当が~rt1 い参ノ!j[] tí~ー

でも 1'1-¥来事記怯として主'1まれ，数ヶ月間，グルーフメン

ノ〈ーや家族問でその話題を紫しむことができた。また，

l年経ったInlじ季節に，忠いだすことができる人もいたn

地域の償資や人々のつれツトワ』クを熟知するスタンブ

は，外出「守に出会った地域の人々と参加者がへまくコ

ミュニケーシヨノをとることができるようにf主害Ijを果た

した J 例えば，権のイ;凡では，地域の人から 11I円のもて

なしを受け，参加者たちが地域では年t走者として 目置

かれる存在であることがわかっf二

また，参加者の多くが生きた|時代はうと『邑の未発注によ

H牛治国肢がJ尭1ィミことから，町内には見聞したことがな

し叫品所が多くあるこ〉がわかった〉そこで，町内探訪〉

柏、して神社 仏関・史跡に出かけたところう円切は打数

の少ないある参加者が，A生いスタップに対してま定完全とし

た態度で，先祖の供煮や信仰の大切さなとを説き始めた}

スタッフは，はah先でJ最った:ギ弐を子午りの地肉に貼り

f、l け，説明書きを加えて地域の文化祭に r~.H 品寸ることを

6 

提案したが，主主加者は資料を主主理して作品を作る作業よ

りも，それぞれの思い出や白身の与えを語り台うことを

来しんだの

ス夕、ノブカンファレンスで，参加者の価値ヤ信念につ

いて何度も訴し合った。初期訟知也I，-;j齢者にとって，自

分や詰ること，自分とつながりのある人の役に守つこと，

皮村共H体の)_;-1で自分の存在が認められることが大きな

，古川、をもっと縫認し，それを生かすことにしたc

3 )第云サイケJレでは，回復したスキルをコミュニティ

の人々に見せる絞会をつくり，併せて丈化に関連した連

続的な活助で地域社会の人々と対等に父流できること宇

目悼とした。

j也 l}Xの ~~~~-m り大会や主化祭ご町を聞き，グルーブアク

テイピティで斗差した品物を白分たちの千で完ることを

計両した。生産物は，高齢者のス干ルが十分に発持され

る権問や干し柿作りなシ伝統的な家内作業を?とんだ。例

えばt1fi.it同1t:)では，開11付の畑に出かけて原材料となる

紘や採るこっ芽や摘むこっ乾ドたタオルで拭〈二つ漬け込む，

という ，CJ!の作業を持で行うことで I続き記憶の保持

や意欲のi官進を目指した(衣 2) J 

参加者は，悔;円・干し柿・栄寿司1'1='1)‘ しめ組作りな

どのアクテイピティでは， 口{つを持って一巨体的に作業を

進めた仁芥家庭0)オリジす}レ製iJ、や子ども時代の l乙tV ll~ヤl

t許諾り，季節行事ャ伝統作茶を次世代に1云える必要性を

おいスヤノフに説いた。長年の当;内作業ではにつけたス

キルを発J単するこれらの機会はF 円伝がJ言じ胞の活作化を

促L，参加者の自尊心を満足させると同時に，巾学生ボ

ランテ (7千スタソ 7との異世代尚文化交流を育fしだ。

コミュニテイ炉触れ合うことをリ的少した盆踊り大会

や文化祭での!占開きは，参加者が成功体験を積んで白{吉

を泌めるために，失敗のない環境ワくりを必要としたu

準備しだ商品を売ることがリ的ではなく，コミコニテイ

の人々との会日弁を楽しむことカミ目的であることをスタッ

フや関係者に周知徹底したっ品物を販売する行為はほと

んどの参加者にとっt初体験であったυ 党えやすいよう

に商品数を少なく L，1Iifジュ ス]杯初円など〆切りの

よい値段に設定した。

緊張の;丈備でj占dJ1に心ち :11:んだ参加者は，訪1した家族

や知人に戸をカけられた脈問，記官出のヲミみを;手カベf二n

度F反売に成ゆすると，売り込みの戸は大きくなり，品

物の包失や売卜金の?守理もスタン 70手助けを得て火敗

なく行うことができた。兄宇に来た行政の管月職に，参

加者自ら料理用具の追加購入そ要望他の地域へ同様

の活動を拡大するように訴えた行動から，自信をnって

この場にイT在していたことがわかった。

}f， このアクティピティはスタソフに過重な労働と

責任を負わせと。仔]えば早梅{同の貯時・特科の業務やiヤl



民のための他の機関との調整やサポートの依頼である。

したがって，このレベルのれ動を維持Lていくには，地

域のボランティアのサボ トが必要であることがわかっ

た。

2. 家族プロゲラムの改善とその効果

5年間のプログラム開予きとは普の過科には. 31人の家

族員が参加した。

仕事が多忙である担問から教育プログラムへの参加は

少数であったが.病気や接Lhを理解する困的は達成す

ることができた。例えば，認知!tを発寂すれば人格が崩

壊すると絶望的に考えていた家族は，行動の1rf.止を理解

することで，明るく寛容に按することができるように

なったの

家族の集いに参加して知り合った家族介護者たちは，

買物で伊，会った|祭に戸を掛け合い.11-いの家族の枚千を

聞いて1!i1Jまし合うなど，世代を超えて小さなネットワー

クを形成した。しかし，それは家族会のような白ボグルー

プには育たなかったれ ノj、さな農Illf]では..[¥守本民は口コミ

で広く浸透し， 地理的に近い集落や同世代は情報を共有

する ことが容易で，情緒的サポートも多h刷から提供さ

れているためと考えられたリ

認知起の初期段階では，本人家族とも に福布lサーピス

に対し強い偏見を持っているため，社会資源について情

報提供するだけでは役に立たなかった。 f重々の在宅介説

サーピスを利川 して自宅牛活を縦続している事例を話し

たところ，用解が1-しずつ深まり，活用へと進む骨1)が増

えた。このプログラムの参加途巾仁認知症のi並行や身体

機能の衰えによ って介護認定仁主った尚齢者22人のう

ち， 18人がデイサービス干ヘJレバーなどの利用によって

存主介護を紺続できたことは，家族介護者と初期認知症

者の社会資源利用へのほおIしが軽減した結果であった。

一方， 相絞プログラムの方は，次第に家族介護者側か

らの相談が増え，電話相談が常設サービスと なった。グ

}レープアクティピティ 参加絞に，家庭でのとと活状況把握

や開催案内を毎月定期的に電話していたス夕、ノブが，家

放から信頼され，その効果が現れた結果である。スタッ

フは，初期認知痕苫のどんな小さな変化にも凱，レに耳を

傾け，翌R族介護者が対I.i'.:岡難だと感じていることや負制

に思っていることを白山に話すように促した。また，初

期認知症者の行動の理由やその時々の心理を家族が理解

できるように教育的な助百も行ったc

!fぐの訴'JJiプ'N聖子子れ '(初'l!lHi:!舟7症#三世ワオ立/昔物á-~4"

に先ぐすので血Ij7.JJ と品伐と、 この訂正止はぷ虫/品円高IIPfに起

られMI!JiJ!{(J t:什身「品Q ニとと子のtf);..-に品NJi1'つ暗証が

スタ γフからZ担保されぷム多i2.えグNき青たちは，I c:ぜこんt:

;~il佐世昔Iii lj i1U-" j;祉とJ!i;Ó '~-I~ ってfthがと土小っ止が ど〉干

の王宮山苦r.rいで約仔でき/:_-"，，_1 rtまかにと。で士事t:1申f 耕
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l二品ftっから，;.ぃJうに尉LJ:o告で，組Lλーよと同信苦f.:.iL

'CL:tう・・ .iie凝z夕、らは怒られオ岨らjιで，且点Jねえ 0.-1

とs..:'{fJJ俊庄の低下LF士高射者の11J1Iにすワことが?占7.>.1う

にと士っノ士、

定期的な電話相談が定着するにつれ，家族介E望者は

凶っていることをタイ ミングよく桐談できるため，家族

同らが早期に対山するよ うになった。その結果，面接相

談は利用者が減少し，介護認定への移行が必要となる時

期のみに而長相談の利用が要読されるようになっ た。

ft'誕(';1JさんはP 二のプログラAにt'bll-t7.>ニとIJ f丹rr7
厳にいつで品 在/がでJ-5安心と，本λ.:i<J!i • i!ir，干のこと苦

令官知って品らってt-'.-3迂:，[..Jj{，品，!，J とi!fヮ々 。王止.fI""~ 

ffCさんIJ:'117!盲点't'tJ'll，fff.)Jf荏のことは地域のλ/.，1': 1J1 

ら点7.>事実'J f J!i] /!# Iごft/;It l!dι ~~ 7Jずら， 司T結企政 1J~t;.ij.のみ

るニの届授で益五〉企うささ「でやりJ士"Jと誕[Jj;'グループア

クテずピアずに季初するニと号設押(--Lえ〉

方，仕事キ子育てが忙しい家族介説者や遠方に住ん

でいる芳、族は，日齢者本人の小さな変化を見逃しやす く，

本人の持てる力を引き山すように取り組むこと が難し

かったー そのために，他の家族員や近隣者との意見の食

い遣いや小さなトラブルを引 き起こしやすい1晴向がみら

れた3 このような場合は， チームで家族支援の方向性を

州事認する こと， 約介した家族介護者による対話で共感

や仲間を得ること， 関わり方を改善した結果の小さな成

功体験を承認することが効果的であった。

3 プロデラムの実施がもたらした地域の変化

初期認知症者のグループが積極的に地域の行事に参加

し，その明るい笑顔を見せることは，地域の般住民だ

けでなく，関係者平家族古市E知痕に対 してもっていた偏

見の粁減に影響を及ぼした。 このプログラムが地域に知

られる ようになると，町内の|非l業医や看護附，ホームヘ

ルパーな とから， 19名が新参加者と して推薦された、こ

れらの初期認知住者の制徴は，健炭な ltJ齢者が参加する

生きがし、デイサーピス (サロン)で物忘れの進んだ人，

独屑円高齢者で物盗られ安想、が出羽した人， 家族が認知

症に気づく 前に|井l業医院の看護師や受付スタ γ7が異変

に気づき， 主治医から在宅介護支媛センターに相殺され

てきた高齢者な どであった。また，近隣{午民とホームへ

yレパー ・在宅介護支援センターが協働して，認知l症高齢

者の独居生活を縦続支援する事例も報告されるよう』こ

なった。 このよう に保健医療制祉関係者のみならず一般

住民 ・民生委員 ・住民リーダーが認知拡に対するJ甲解を

深め，相談依頼や支援行動が増加したことは，この活動

がJ血t~ に もたらした変化である 。



考 察

1 個人レベルの工ンパワメン卜

本プログラムのように袋111村の高齢者の生活特性に松

さした手続き記憶のi古川は，少しの手助けや仲間との交

流で存易に記憶を想、起させることができ，脳|人jネット

ワークの什ヰに有効である。味噌汁を作る・うどんをこ

ねる・干し柿を作る・帥lをぬげるといった手続き記憶

は， !]j舌の巾で繰り返し練宵することによって身につけ

たスキルであり，その技を行うための 速の手順は格~Ij

E識して思い山ず努力をしなくてもよし、 lヘ「思い山せ

るかとうか」といった不安感が少なくてすむ活助は cや

ればできる」と忠わせることが容易であり，初期認知サ正

高齢者の自己効力感I"J上に効米的である。

午IIIi中のアクテイピティとしてど看した料理i行動は，

おいしい食事をとるために動機づけされやすいだけでな

く，安全・立位バランス・移動・繊細な手の協調運動・

記憶・十!，I，党的技能・忍耐力・綿織化・問題解決・ 4十会
性 言葉遣い協調怖の向上など，多岐にわたる技能を

獲得させるのに有効である υ ただし，料理という活動は，

献立を決める，下併を考えて買物をする，季節やイベン

トを考思する，チームで役割分担する，時間を段取りす

るなど，禄維で高度な作業課題である上に，ハブニ〆グ

の発生や他の作業者の会話などに注立をそらし，.Ii*題達

成が難しいこともしばしば起こる。 Lたがって，料理活

動を認知リハビリテーションとして導くためには，作業

を分割L構造化 j一る必要があるの

男下町房に入らず世代の高齢、男性が，卵焼きや巻オl'司

に熱心に取り組んだように，認知症の初期段附では，新

たなことにチャレンジよる意百カ可主っている}そのRfに

重要なことは，脳の働きに合わせた環境設定が千丁われる

こと，対象者にとっと同心のある刺激であるかどうかの

2出である}情報処理能力が長えていく病者にとって，

単純イとされて混乱しないエラーレスな環境設定は最低条

刊ごある η 注志分散・集中と遂行機能を高めるために意

図的に構造化されたプログラムは，初期j認知症高齢者の

白己効力J惑をlおめ，新しいことへの挑戦キ好奇心など意

欲の向上をもたらすc 認知リハビリテーション理論を活

川Jしたこの技法は，少しの学習と副11紙で習得することが

lリ能である n

また，高齢者にとって関心のある刺激は，参加苫の生活

史の中にピントがある。認知症の初期段附であれば，本人

が子供のヒ頁の生活や家族内物語などを語ることができ，本

人を良く知る人々との活性化された会話の中から見つける

ことができる。 病気が進行してから後の生活の日を/下右す

るこれらの情報は，本人家族の許ロlをねて百己j主に姥L，関

係者ヤケア提供機関が共有することか望ましいじ

8 

2 グjレ プレベjレの工ンパワメン卜

R々 人間は，挨拶を交わしただけで心地好さを感じる

ことができ，他者とのつながりを求めている存在であるコ

機能としての社会性が技退しつつある認知症高齢者に

とって，傍らに居る人(グループメンノXー・スタッ 7 ・

地域の人々など)と自分とのつながりを実感 Fることは，

柏村Ó~な支えにつながる。農山村に件む高齢者は，都会

人にIヒベ-c，社会的機能が比較的長く保たれるよよJことか

ら，社会院の活性化に働きかけることはその強みを生か

すことになる。また，情動に働きかけると出来ポ記憶の

記銘力を高めることができる!のことから，小集団の巾で

自分が生かされる心地好さや実いによる楽しさを感じる

ことができれば，新しい州来事と白分がすでに持ってい

る山来事記憶をつないで脳|人j不ツトワークを活件化する

可能性が高まる。よって，初期認知也高齢者を支える地

域ケアプログラムには，グル ブが右効である c

グループは，メンバーを集めただけでは人と人をつな

いだことにはならない。つなげるための11掛けや支えあ

う関係づくりが必要であるつ本プログラムにおいて，干

し柿・粟ガ司・杭:i凶を作る活動が参加者のエンパワメン

トに効果的であったのは，いずれも地域有産の農産物と

伝統的な家内作業であったからである υ また，神社・イム

閤等の地域以訪が会話を日性化したのは，参加者の信仰

心ペ:ofillill直を刺激したからであり，その均に丙りを傾聴し

苧びを受け取る者(メンパー・スタ '/7・ボランティア)

が居たからである c 出齢者のかを伝じ，それを1]1きr'Hす

行動的戦略をグループ支援によって進めるためには，参

加者の誇り(例えば郷 1";妥，労働によって産み出された

恥産物)，イ日念(例えば白然や神11、の伝仰)，何値(例え

ば協同作業や伝統の継承)を生か Ltc活動を，主主力n:苫と
ともに合山することが望ましい。さらに，エー/パワメン

トを R的とした活動であることを参加守る宇べてのス

タップやボランテイアが:ê:~~ L，高齢者を尊敬する気持

ちと学び合うことに価値を置き，異世代交流型の活動を

J正進 Fることが求められるつ

3 家族レベルの工ンパワメン卜

認知機能が低下するに従って高齢者は家族に依有する

ため，1+宅生れをより士三く続けていくには，家族介護者

の対処力の向卜，良好な関係性の緋持が不 IrJ欠である。

同長的にアクティピティに家族を巻き込むことやグルー

フ4活動防のエピソードをフィードパックすることは，当;

庭l人lのコミュニケーションを活性化 L，家族の紳を|ロ11!l:

することに貢献できる。

また，このプログラムの進行過程で定着した定期的電

話相談は，多忙な良111村の家族介謀者にとって貴重なサ

ポート資械となった。電話を媒介として専門家とつなが

る安心が家族を勇気つぞけたこと，相談を担ヮたスタップ



が問題状川を的確に同定L，それに対処する戦略を介i没

者とともに考えるコーチの役割を果たしたことによると

141われる η 家族介護者がl白IHIする問題は複雑であり，守

門家の介入に対する準備性も異なるので，被キ11日走者には，

カウンセリングやコーチンゲなどの!日皮なスキルが安求

される。スタ y ブカンフアレンスで，家族介謀者のキ~~

内容，スタッフの対応とその結果を検討するなと，エン

パワメントの目的を共有している主防~者間で，相談技術

の向上の場を意識的に確保 Fることが望ましい。

11 iJ ~:j:に，初期段階の認知症者を世話する家族にとって，

介護負担が小さく，支t乏の必要性を目覚できない時期に

は，家族教育が重要である υ 本プログラムはシリーズイじ

した教育が提供されたわけではないが，個別の相談に

よって，家族介謀者にス夕、ノフの専門的な飢祭 アセス

メント・認知佐に関連した種々の極状の解釈，認知機能

の低卜した人が適応しようとするやり方などをフィード

ノ〈ックすることができた。家族のエンパワメントを U指

した相談技術は，結果的にコーチングの技術であった。

家族介護者が口ら考え，工夫しながら独白の対処技術を

向上させることを促!frする教育や相談は，制l'統的かっタ

イミングよく提供されることで，効果的な主緩み法とな

る、

4. t也t"レベルの工ン"ワメン卜

農村に暮らす高齢者は，住み慣れた地域(悶分との関

係がi良品、lこi呆たれたどE同jで他者とつながりながら，牛

を全うしたいと考える人が多い。人は，白分らしさを発

揮でき，それを他者の反比、で確認できる場があれば，よ

りよく牛きられる。初期訟知症の人々は，そういう場か

ら傷つきながら撤退 L，新しい場に所属することができ

なくなっている存存であり，年齢相j，6VJ役割を果たすこ

とが全うできなくなっている存在である。 A町で実践さ

れたプログラムは，認知機能の此i止に不安感を覚え，白

骨感情が低卜した初期認知注目齢者が，居心地の良い小

集団に属することによって，失われかけていた社会性を

触発することを示したυ

しかし，初期認知世の人々だけを集めたグループを専

門家チ ムがケアするのでは費用対効果の而で望ましい

とはいえないじ専門家が関わる必嬰性の高い人々は，失

言計のある 1~i年性認知|症の人， ピック病など前日民側頭葉の

嘩害によって人格や行動に大きな変化が坑れている人，

レビー小体州やパーキンソン叫Jの主のように身体的な劃J

きの制限が苦しい人，医療的ケアの必要な人である。ア

ルツハイマ 病の初期は，社会的 身体的機能が高く保

持されていることから，コミュニティの中に生まれたサ

ロンのような小さな単位のグループで，認知fri:になって

も口然な形で存存できることが望ましい。

また，初期認知li住者とその家扶介護者のエンパワメン

日

卜をリ的としたプログラムが，グループレベル・地域レ

ベルの工ンパワメントへと党展したのは， A阿Jに元々i/i

発な地区組織や肉主グルーつれがあったこと，そして品い

意識を持ったリーダーの存tEが大きく影響しているしそ

の地でと主まれ育ち，その地に根ついて老いた人々を文え

る人たちが存在する地域は，認知拡に関する正しい知識

と具体的な関わり々を件発することで，地域をつないで

動かしていくことが"J能である。エンパワメントを意識

したケアの理念が，サロン等の住民リーダ一千ボラン

テ fアに浸透していくことが地域ケアの質を高めること

になる。

5 ア7ションリサーチを適用した地域ケアプログラム

の開発

効果的な地域ケアプログラム開発にあたっては，地域

特性に適した独白のプログラムを刷発することカ'>jZめら

れる c 病者本人と家族介謀者・支援苫チームの参加に

よって，円十幽・実施・リフレクションを繰り返し，プロ

グラム改善していくアクンヨンリサーチは，ダイナミッ

クにプログラムを発展させることが可能である(図引し

開始前のアイデアは，初期tt知症者のとドifi背景や農村

丈fじに合わせて，認知リハビリテーンヨン担論を応用す

ることと，木人と家族をベアにした介入という 2点で

あったが，エンパワメント・共感・時孟などの料念を重

視する基本姿勢と，参加者のありたい姿や歩の実現を U

指したことで，初期説、知注目齢者は，グループや米放の

みなら Fコミュニテイメンバ の前でも口尊心を取り戻

すことができたυ また，ス夕、ノフは初期認知症者を支援

する，，")おから，次第に学ぶ側となり， 農村地I戒の価値胤

範や{ヱミ統主化についてZ土えられたハ

参加型アクションリサーチは，未開拓の領域のケアプ

ログラムを，介入 ~H山しつつ， {'tりトげることができ

るc さらに，それは，医学モデルから，病者や家族が主

体となるノーマライゼインヨン的看護モデルへと花展さ

せることが口j能である。各地域において，本研究のよう

に大学等の資源を活用し，長村?与11は長村部の，都市部は

都市部の実践知を積み重ねながら，牛きる価値を地域で

支えるケアプログラムの開発が求められる。
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要 旨

愛媛原のある農山干すにおいて，初期認知也l司齢者とそ

の家族をエンパワ する地域ケアブ口グラムの開発・発

展を回出Lて実施した参加盟アクシヨンリサーチの経験

から， tJ，卜のことをt是百するの

①認知 1;ハピリテ』シ 1ン担論をL己、用 L，エラ レ

スな環境設定，関心のある刺激，牛iliヰj牲に根さし

た-T続き記i隠の活性化を工夫したアクテ l ピテ f

が， Rki:レベルのとつなが 1')_，を再生する J

認知機能の衰退に不安感を覚え，白帯感情が111卜

した初期j認知来高齢者の誇 ;j ・信念・{出前・情動lこ

働きかけることが，人と人をつなぎ，グループのぞつ

ながりミを再生寸る c

10 

公 定期的な定話相談による傾聴で家族介謀者に安'L、

を提供 L，問題状況の明確化，対処戦略をとも l宅

えるコ チングの技が，家族のもつながり、を再生

する U

初期認知注目齢者は地域の人々との交流にぶって

エンパワーされる c サロンヂ:干の小さな単位のグルー

プが，認知注者もいる心地良い府場所となることが，

池域におけるたつながり v をffl生する。

(5) 地域の立1舌ゃ立;化特性にLじじた独口のプログラム

創出やヘルスブロモ、 Lョンiri動に，アクションリ

サーチを適用するこ〉が有効である η
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